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１【提出理由】

　当社は、2026年１月26日開催の取締役会において、以下のとおり、ビルコム株式会社（以下、「ビルコム社」といいま

す。）の株式を取得し、子会社化することについて決議いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内

容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

①　商号　　　　：　ビルコム株式会社

②　本店の所在地：　東京都港区六本木六丁目２番31号

③　代表者の氏名：　代表取締役兼CEO　太田　滋

④　資本金の額　：　 20百万円

⑤　純資産の額　：　324百万円

⑥　総資産の額　：　752百万円

⑦　事業の内容　：　統合型PRコンサルティング、クラウド型PR効果測定ツール「PR Analyzer」、広告媒体データ

ベース「月刊メディア・データ」の展開

 

(2）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

（単位：百万円）

決算期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期

売上高 1,322 1,463 1,498

営業利益 5 87 7

経常利益 4 86 40

当期純利益 4 83 26

 

(3）取得対象子会社の当社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

人的関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

取引関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき取引関係はありませんが、当社の連結子会社と

取得対象子会社との間にはPRに関する業務委託等の取引があります。

 

(4）取得対象子会社に関する子会社取得の目的

　当社グループは、中長期経営方針「成長に向けた戦略方針」に定める中期方針期間の終盤に入り、主力のブランド

コミュニケーション事業を中心に収益力向上への取組みを加速しております。現方針期間においては、テクノロ

ジー、人財及びDX業務を対象とした「成長への戦略投資枠」を設定し、採用強化、職場環境の整備、並びに教育の拡

充といった人財領域へ重点的に配分してまいりました。しかしながら、テクノロジー領域への投資には依然として課

題を残しております。また、当社グループは、現方針期間の総仕上げと次期成長戦略の策定を併行するなかで、クラ

イアントのニーズに対応し、主力事業のサービスの付加価値を一層高めるためには、SaaS (クラウド上でソフトウェ

アを提供するサービス)をはじめ、テクノロジーを活用したソリューションの提供に向けた機能強化が喫緊の課題と

なっておりました。

　今般、当社が株式を取得するビルコム社は、統合型PRコンサルティング、クラウド型PR効果測定ツール「PR

Analyzer」、並びに広告媒体データベースを展開するデータとテクノロジーの両面に強みをもつPRテック企業です。

なかでも「PR Analyzer」は、テレビ、新聞、雑誌、Web 及びSNSを網羅し、広告換算費、リーチ数、シェア・オブ・

ボイスなど、複数の指標を用いたPR効果測定ツールで、AIを活用したSaaSサービスとして独自のポジションを築いて

います。PR業務のプロセスと成果の可視化に対するニーズの高まりを背景に、導入企業数は増加傾向にあり、当社グ

ループのクライアントの一部も導入しています。また、ビルコム社は、統合型PRコンサルティング事業とSaaSプロダ

クト開発を一体的に推進してきた実績を有しており、データに基づく戦略設計から実行、効果検証までを一貫して支

援できる点に特徴があります。加えて、同社は自社内に開発チームを擁し、PR業務の現場知見をプロダクト改善に迅

速に反映できる体制を構築していることから、クライアントニーズに即応した機能拡張や新サービス創出が可能と

なっています。

　当社グループにビルコム社が参画し、同社のSaaSサービス及びデータ活用基盤を既存のブランドコミュニケーショ

ンサービスと一体的に提供することにより、提案力・再現性・付加価値の向上が期待できるとともに、AI・テクノロ

ジー領域の課題を解決し、競争優位性を再構築することができると考えております。加えて、ビルコム社が展開する

他のPRテックサービスについても、当社グループの主力事業とのシナジー創出の蓋然性が高いと判断しております。
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当社グループは、今般の株式取得をブランドコミュニケーション事業の収益力の更なる強化、ひいては企業価値の向

上に繋げてまいります。

 

(5）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

ビルコム株式会社の普通株式 1,500百万円

アドバイザリー費用等（概算額） 7百万円

合計（概算額） 1,507百万円

 

以　上
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